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はじめに 
 
 この度は、８ＣＨ ＺＣ ディスクリを選定していただき、ありがとうございます。このＮＩＭモジュー

ルは、物理学実験、素粒子実験用に開発され高速度データ収集に使われる計測器です。 
APD（Avalanche Photo Diode）、カロリーメーター（エネルギー測定器）等からの増幅された信号の
中のAC成分だけを取り出し微分することにより高レート信号によるベースラインシフトなどの低周波数ノ
イズ成分を取りさり、各チャネルの調整機能によりタイムウォークの少ないタイミングパルスを出力します。

回路構成は各チャネル入出力の独立した回路からなり入力信号のスレッショルド電圧は全チャネル共通で

出力信号のパルス幅は、各チャネル独立に調整できます。 
 
基板構成は４枚のドータボードと１枚のマザーボードから構成されております。 
ドーターボードを使った構成は、保守点検のしやすさと 高集積な回路構成が同時に行なえる利点がありま

す。 
 使用に際しては、必ず本書を一読されてから 本モジュールを操作される事を御願いたします。 
 
 
 
 注意：一般的なフォトマルチプライヤーチューブ（光電子増倍管）用に使われる場合 
タイムウォークは補正されますが 信号のノイズ成分により タイムジッターが大きくなる 
可能性があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
ご使用上の注意 
 
 
○モジュｰルのスレショルド電圧は全チャネル共通にしか設定できません。 
 個々のチャネル毎の変更は出来ません。 
 ＶＴＨ モニター端子電圧は１：１にて入力段 ＩＣの電圧と等しくなっております。 
 ＷＫ モニター端子電圧は１０：１です（例えばＷＴモニター電圧が－１０m volt 
 の時には実際の波形に対しては－１m voltに設定されます） 
 
○出力幅は 各チャネル毎に調整可能ですので、テストパルスを外部機器より 
 入力させて設定して下さい。 
 
○ノーマル出力は２個ずつ チャネル毎にありますが 独立（１６ｍＡ）に なって 
おりますので、１出力時 使用しないコネクターには ターミネーションする必要はありません。 
 
○本品の 出荷時調整は一般的なカロリーメーターの信号出力に合せて調整してあります。    

(RISETIME <5nsec  FALLTIME <20nsec) 
微分コンデンサーは取替え可能で C  D＝（τ  R /５nsec）x 10pF （注：τ  R は立ち上がり時間） 
 を目安に交換をして微調整しております。 
使用信号変更時 ご連絡下さい 
 
○モジュールをＢＩＮ電源に挿入、取外すときには、必ずＢＩＮ電源の POWER を切ってから作業を行な
って下さい。 
 
○このモジュールは＋６，－６Ｖ系の電圧を必要としますので、ＢＩＮ電源の出力電圧を必ず御確認くださ

い。なお －６Ｖ系の電圧は 1.05AMP 必要としますので 使用する同じＢＩＮ電源中 他のモジュー
ル使用状態を必ず御確認ください。 
 
○モジュールのサイドカバーは必要のない時以外ははずさないで下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
●入力／出力信号 
 入力信号   ：ユニポーラ ０～－２Ｖ  
                  入力保護回路有り（> +0.7V,< -2.6V) 
                  入力インピーダンス ５０Ω 
 出力信号   ：NIM信号 -16mA    正出力 ２  出力インピーダンス ５０Ω 
                    負出力 １  出力インピーダンス ５０Ω 
 VETO信号  ：NIM ﾌｧｰｽﾄ ﾈｶﾞﾃﾌﾞ信号            入力インピーダンス ５０Ω 
 使用ｺﾈｸﾀｰ     ：85QLA-01-0-2(SHUNER) 
        ：22QLA-01-0-2(SHUNER) 
●仕様 
 チャネル数  ：８チャネル 
 ｽﾚｼｮﾙﾄﾞ電圧  ：-20mV <  < -250mV （全チャネル共通） 
        ：フロントパネルにて調整可能 VTH=TEST Pin電圧 
 最適信号   ：立上がり時間  <5nsec  （標準設定） 
        ：立下がり時間  <20nsec （標準設定） 
 ベトー信号  ：10nsec以上必要です 
 出力信号   ：POS/NEGA 各-16mA 
 出力信号幅  ：5nsec<  <20nsec 
        ：フロントパネルにて各チャネル独立調整可能 
 くり返し周波数：最大 10MHz 
 入出力遅延時間：16nsec 以下 
 タイムウォーク調整機能：INPUT PULSE HEIGHT (-20mV TO -2000mV)  <50psec 
             WKチェク端子電圧は実際の電圧の１０倍 
 (Timing Error)：TEMPERATURE        (20℃ TO 60℃ )   <20psec/℃ 
        ：FREQUENCY          (100KHz TO 10MHz) <400psec 
        ：                       (100KHz TO 1MHz)  <50psec 
        ：OFFSET VOLTAGE     (0 TO +200mV)     <100psec 
 使用電源、電流： ＋６Ｖ 1050ｍＡ 
        ： －６Ｖ 210ｍＡ 
        ：計     7.56Ｗ 
 形状     ：ＮＩＭ  １幅モジュール 
＊本品の 出荷時調整事項 
       本品の調整は一般的な高速カロリーメーターの信号出力 
       (RISETIME <5nsec  FALLTIME <20nsec) 
       に合せて調整してあります。 
 
 微分コンデンサーは取替え可能で C  D＝（τ  R /５nsec）x 10pF （注：τ  R は立ち上がり時間） 
 を目安に交換をして微調整できますので 選定の際 上記以外の信号成分であれば 
 詳しい 波形状況をお知らせ下さい 出荷時再調整いたします。 



 
 
 
 
 
出荷時 検査項目及び設定値 
 
● 検査項目 
   ○ 正常な出力があること。 
   ○ VTH,WI,WK がフロントパネルのポテンションを回すと正しい方向に電圧が 
     変化すること。 
   ○ VETO信号を入力すると OUTPUT SIGNALが出なくなること 
   ○ 正常な出力がある時にWKのポテンションを動かすと出力のタイミングが 
     変化する事 
   ○ WIのポテンションを動かすと出力信号の幅が変化すること 
   ○ 入力よりも VTHが高い時には出力信号がでないこと 
 
● 設定値 
   ○ 出力幅    ５ ｎＳＥＣ 
   ○ ＶＴＨ   －１０  ｍＶ 
   ○ ＷＫ   －１ｍＶ（チェック端子に現れる電圧は 10倍の－１０ｍＶです。） 
 
 
                         以上 
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